
はじめに

　自らのネーションへの意識や，そこから派生する
同じネーションの成員／非成員へのさまざまな意識
としてのナショナル・アイデンティティ１）について
は，これまで人文・社会科学を中心に膨大な理論的
研究がなされてきた。しかし，そもそも焦点とすべ
き概念があいまいであり，その定義についても錯綜
が生じていることから，ナショナル・アイデンティ
ティの意味内容と実体を描くことはむしろ困難にな
っている（田辺，⚒⚐⚑⚐）。加えて，それらの研究に対

しては，エリートによるナショナル・アイデンティ
ティの「生産」と伝達に関心が偏り，ナショナル・
アイデンティティの「消費」，さらには「消費」行為
を通じた創造・再構築に注意が十分払われていない
という批判もなされてきた（吉野，⚑⚙⚙⚗）。これは
視点を変えれば，一般市民が有するナショナル・ア
イデンティティの実態について関心が十分でなかっ
たということでもある。
　そのような中で，調査データの計量分析に基づく
「普通の」人々が抱くナショナル・アイデンティテ
ィに関する実証研究が，過去⚒⚐年近くの間で進展し
てきた。その嚆矢となったのは，⚑⚙⚙⚕年に「国際社
会調査プログラム」（International Social Survey 
Programme，以下ISSP）がʠNational Identityʡをテ
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　本稿はモンゴル国において一般の人々が抱くナショナル・アイデンティティとその要因について，国際
調査データの分析から検討を試みるものである。本稿ではナショナル・アイデンティティを「自らのネー
ションへの意識や，そこから派生する同じネーションの成員／非成員へのさまざまな意識」として捉え，
アジアン・バロメータ第⚒回・第⚓回調査データを用いた計量分析によって，そのような意識のあり方を
探る。具体的には，他国のようにならずに自国の生活様式を保持すべきとする意見への賛否，自国が間違
っていても無条件で忠誠であるべきとの意見への賛否，ナショナル・プライド，他国に移住する意思の有
無という⚔つの項目について，回答分布の時系列および国際比較や，⚔項目間及び他の要因との関連の分
析を行った。分析の結果，時期的な変化はあるものの，モンゴルでは東アジア・東南アジア諸国と比較し
て自国に対する強い愛着を示す層が多いこと，またモンゴルにおけるナショナル・アイデンティティに関
して，少なくとも現時点では安定的な関連構造を見出すことはできないことが明らかとなった。
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ーマとして国際比較調査を実施したことであろう。
ISSPは⚒⚐⚐⚓年，⚒⚐⚑⚓年にも同じテーマの調査を実
施しており，特に⚑⚙⚙⚕年および⚒⚐⚐⚓年のデータは既
に公開され，多くの実証研究を生み出してきた２）。
　ただし，それらの研究には看過しがたい限界が存
在する。それはヨーロッパ・北米およびオーストラ
リア・ニュージーランド以外の非欧米社会を対象と
する研究の少なさである。ISSPの⚑⚙⚙⚕年調査には
⚒⚓ヶ国が参加しているが，このうち非欧米の参加国
はイスラエル，日本，フィリピンのみである。一方
の⚒⚐⚐⚓年調査には⚓⚗ヶ国が参加したうち，非欧米諸
国はイスラエル，日本，南アフリカ，韓国，台湾，
ウルグアイ，ヴェネズエラにとどまる３）。そのよう
な制約もあり，ISSPデータを利用した非欧米社会
を対象とするナショナル・アイデンティティ研究は
いまだ少数しかない。ISSPデータを利用した文献
一覧の⚒⚐⚑⚔年からは，「ナショナル・アイデンティ
ティ」を表題に含む文献が⚑⚘⚐件見出すことができ
るが，このうち非欧米社会の研究は⚒⚐件しかない。
これに旧ソ連・中東欧のポスト社会主義諸国を加え
ても⚔⚔件である４）。しかしながら，日韓中の摩擦や
ロシアとウクライナの対立等の例を考えれば，これ
らの地域におけるナショナル・アイデンティティに
関する諸問題が軽視されて良いはずはない。
　本稿はモンゴル国（以下「モンゴル」）において一
般の人々が抱くナショナル・アイデンティティとそ
の要因について，国際調査データの分析から検討を
試みるものである。モンゴルはポスト社会主義国の
⚑つであるとともに，東アジアに位置する国として
日本・中国など同地域の諸国との政治・経済・社会
的な結びつきを強めつつある。モンゴル社会に関す
る議論は，ポスト社会主義国・東アジアという両者
の社会について検討する際に，比較的な視点を提供
することが見込まれる。また，後述する通り近年モ
ンゴルでは排外主義やウルトラナショナリズムの登
場が報告されており，それらがモンゴル国民にとっ
てどのような存在なのかを把握するためにも，モン
ゴルの一般の人々が有するナショナル・アイデンテ

ィティへの理解は不可欠である。
　本稿の構成は以下の通りである。⚑．ではモンゴ
ルにおけるナショナル・アイデンティティ論の背景
となる基礎的な情報を提供すべく，まず「モンゴル
人」意識の背景として，民族構成や，近年の排外主
義・ウルトラナショナリズムについて紹介した上で，
ナショナル・アイデンティティやナショナリズムに
関する既存の文献を概観する。
⚒．では分析の概要について解説する。具体的には，
使用するデータおよび注目する設問，分析の方法に
ついて述べる。⚓．では分析結果について報告し，
考察を加える。分析には異時点間および国際比較の
結果および，ナショナル・アイデンティティに関す
る項目の相互間および他の要因との関連分析の結果
が含まれる。以上の内容は⚔．でまとめられる。

⚑．問題の所在

　モンゴルでは，⚒⚐⚐⚕年に「ダヤル・モンゴル」と
いう団体が中国系のホテル・商店を襲撃する事件が
発生５）して以来，外国人や企業・団体に対する組織
的な排斥運動や暴力が報じられるようになった。同
団体は⚒⚐⚐⚙年に「中国人男性と関係を持った」とい
う理由でモンゴル人女性の髪を剃りあげる動画を
YouTubeで公開（前川，⚒⚐⚑⚔； Billé，⚒⚐⚑⚕），注目を
集めるようになった。これ以降，ウルトラナショナ
リズム・排外主義は「モンゴルのネオナチ」として
国外ジャーナリズムで取り上げられるようになる。
Wang and Giang（⚒⚐⚑⚐）はダヤル・モンゴルがハ
ーケンクロイツ６）やナチ式敬礼を使用していると
報告している。さらに，Moxley（⚒⚐⚐⚙）やBranigan
（⚒⚐⚑⚐）ではアドルフ・ヒトラーを公然と賛美して
いるウルトラナショナリスト団体構成員の例が挙げ
られている。これら以外の報道でも，ウランバート
ル市内に見られるハーケンクロイツの落書きの写真
を掲載し，ウルトラナショナリズムとネオナチズム
との関連を示すものもある（Hogg，⚒⚐⚑⚐）。
　これらの団体が標的とするのは，中国人・韓国人
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を中心とする外国人である。中国はモンゴルにとっ
て長大な国境を接し，人口・経済面で比較にならな
い規模を有する隣国であるため，中国に対して脅威
を持つモンゴル人は少なくない（Billé，⚒⚐⚑⚕）。加
えて，⚒⚐世紀のほとんどの間，モンゴルは自国の独
立や中ソ対立などから中国と敵対的であった歴史が
長く（Madhok，⚒⚐⚐⚕； Soni，⚒⚐⚐⚖），中国は「モン
ゴルのナショナリズムを否定的な側面から鼓舞する
ことのできる最大の負のイメージ」（前川，⚒⚐⚐⚗）と
なっている。また，モンゴルでは近年ドラマを中心
とする韓国大衆文化の大規模な流入が見られるが
（堀田，⚒⚐⚑⚔），後述の通り，これに対して反発を引
き起こす例も見られる。ただし，先述のダヤル・モ
ンゴルによる動画公開の例が示すように，外国人と
関係を持ったとされるモンゴル人女性も攻撃対象と
なる。加えて，モンゴルに滞在する中国の「蒙古
族」の人々や，モンゴル人の性的少数者も脅威にさ
らされている（Branigan，⚒⚐⚑⚐； Graaf，⚒⚐⚑⚒； Hogg，
⚒⚐⚑⚐）。
　⚒⚐⚑⚓年にはこれらの団体が攻撃対象をモンゴル国
内で鉱山開発を行う外資系企業に変更するという
「戦術変更」を宣言した（Barria，⚒⚐⚑⚓； Ghosh，
⚒⚐⚑⚓）。モンゴルでは近年鉱業開発により急速な経
済成長が続いているが，一方で環境破壊や鉱物資源
による利益が外資に独占されるとの懸念も一般に広
がっていると言われており，「戦術変更」はそのよ
うな懸念を利用して一般への浸透を図った動きとみ
られる。しかしながら，彼らの威圧的な様相は変わ
っておらず，外国人への攻撃の懸念も残る７）。加え
てこれらの団体はハーケンクロイツを引き続き利用
しており，彼らを「エコ・ナチス」と呼ぶ報道も見
られる（Land，⚒⚐⚑⚓； South China Morning Post，
⚒⚐⚑⚓）。さらに同年⚙月には，政府庁舎前で行われ
た環境保護を掲げるデモにガル・ウンデステン（炎
の国民）という団体の構成員が武装して参加し，警
察との衝突の末に発砲事件が発生，政府機能の一部
が一時麻痺する事態となった上，その後の捜査で団
体の拠点から手榴弾等の武器が発見され，モンゴル

社会に衝撃を与えた８）。
　これらの団体が排外主義を正当化するために掲げ
るのがモンゴルの「純粋性」，中でも血統的なそれ
の保持である。Graaf（⚒⚐⚑⚒）では「われわれへの
最大の脅威は混血である」というウルトラナショナ
リスト団体のメンバーによる発言が示されている。
発言の主によれば，「『女が純粋でなければ国は亡
びる』という᷾もある」とのことである。また，
Branigan（⚒⚐⚑⚐）では若いモンゴル人男性の発言と
して「国家としてわれわれの血が純粋であることを
確かにしなければならない。それはわれわれの独立
に関わる」というものが挙げられている。加えて，
South China Morning Post（⚒⚐⚑⚓）では「この地で
必要なのはモンゴルの心とモンゴルの血を備えた
人々だ」という「エコ・ナチ」の発言が掲げられて
いる９）。
　純粋性の保持は血統面にとどまらず，文化面でも
叫ばれている。韓国ドラマの大量の流入に対しては，
抗議の座り込みの呼びかけがインターネット上で行
われたことが報じられたほか１０），Graaf（⚒⚐⚑⚒）で
は，ドラマによって韓国を魅力的に見せることで，
モンゴル人男性を韓国に出稼ぎに向かわせ，モンゴ
ル人女性には韓国人男性が良い結婚相手だと思わせ
ようとしている，というウルトラナショナリストの
主張が示されている。
　このように，モンゴルにおけるウルトラナショナ
リズムや排外主義，あるいはネオナチズムを掲げる
組織の活動がさまざまな形で報告が行われているが，
ここで問題となるのが一般の人々の態度である。す
なわち，モンゴルの社会がこれらの組織の活動や主
張に対して批判的なのか，あるいは容認する態度を
示しているのかが問われる。この点に関して，既存
の研究・報告における観方は分かれている。一方で
は，モンゴルでは「極右」とされる政治団体が国会
に議席を有してはおらず，またネオナチはモンゴル
全体を代表してはいないという観方（Ghosh，⚒⚐⚑⚓）
もある。しかし他方では，外国人への偏見はモンゴ
ルにおいて珍しくなく，「外国人が我々の天然資源
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を盗み，我々には何も残らない」という主張が一般
的であるとする意見がある（Graaf，⚒⚐⚑⚒）。別のコ
メントでは，モンゴルの多くの人々が，極右勢力の
主張は極端過ぎるが，中国が帝国主義的で「悪」で
あり，モンゴルを乗っ取ろうとしていると考えてい
るとされる（Branigan，⚒⚐⚑⚐）。また，極右運動の主
張を社会の大多数が苦々しく感じているが，彼らの
主張の一部を支持する層が後半に存在しているとい
う見解もある（前川，⚒⚐⚐⚗）。
　このように対立する観方が併存する理由には，ウ
ルトラナショナリズムや排外主義に対するモンゴル
の人々の態度，あるいはその背後に存在する，モン
ゴルの人々が有するナショナル・アイデンティティ
について，客観的なデータに基づく研究がなされて
こなかったことが挙げられる。既に述べた通り，ウ
ルトラナショナリズムや排外主義の登場はモンゴル
では比較的最近の現象であるため，その研究は端緒
についたばかりである。一方，モンゴルにおけるナ
ショナル・アイデンティティの研究では，社会主義
政権成立後のナショナル・アイデンティティ形成
や（Kaplonski ⚑⚙⚙⚘； Tumurjav ⚒⚐⚐⚕），民主化後に
おけるナショナル・アイデンティティの再構築
（Kaplonski ⚒⚐⚐⚐； Batbayar，⚒⚐⚐⚒），集合的アイデ
ンティティ形成における「伝統」の利用（Sneath，
⚒⚐⚑⚐），ナショナリズム言説に対するジェンダー的
観点からの検討（Tumursukh，⚒⚐⚐⚑）が行われてき
た。しかしながら，これらはモンゴルの「一般の」
人々が有するナショナル・アイデンティティを対象
とするものではない。ウルトラナショナリズムや排
外主義が今後モンゴルで拒絶されるのか，あるいは
定着するのかを探るためには，「ありふれた」（banal）
存在であり（Billig，⚑⚙⚙⚕），それゆえに多くの人々
を動かし得る，人々自身が有するナショナル・アイ
デンティティについての探索が不可欠である。
　以上から，本稿ではモンゴルで実施された全国規
模の調査データを用い，モンゴルの人々が有するナ
ショナル・アイデンティティについて検討する。こ
のような検討から，ウルトラナショナリズムや排外

主義の社会における「立ち位置」への理解がもたら
されよう。

⚒．分析の概要

⚒．⚑．使用する調査データ
　本稿では「アジアン・バロメータ」調査のデータ
から，第⚒回調査（以下ʠABS2ʡ）と第⚓回調査
（以下ʠABS3ʡ）のものを使用する。詳しくは⚒．⚒．
で述べるが，両者において，自らが帰属する国への
意識を回答者にたずねる設問が含まれており，それ
らの設問に着目するためである。
　アジアン・バロメータは国立台湾大学人文社会高
等研究員および中央研究院政治学研究所（台湾）を
中心とする，政治と民主主義をテーマとする国際調
査プロジェクトである。⚒⚐⚑⚓年までに東アジア・東
南アジアにおいて⚓回の調査が実施されており，特
にABS2は⚒⚐⚐⚖年に⚑⚓ヶ国（日本，香港，韓国，中
国，モンゴル，フィリピン，台湾，タイ，インドネ
シア，シンガポール，ヴェトナム，カンボジア，マ
レーシア）で実施された。また，ABS3は⚒⚐⚑⚐年実
施され，本稿執筆時点で現在⚙ヶ国（韓国，モンゴ
ル，フィリピン，台湾，タイ，インドネシア，シン
ガポール，ヴェトナム，マレーシア）のデータが公
開されている。
　モンゴルはアジアン・バロメータに第⚑回の調査
から参加している。調査はモンゴルの各地に居住す
る⚑⚘歳以上を対象として実施している。回答者の抽
出の際には，モンゴル全国を⚘ブロックに分割し，
primary sampling unit（⚒⚐⚐⚔年までの国家大会議小
選挙区）１１），secondary sampling unit（郡），世帯，
対象者の順で，それぞれ無作為に抽出が行われる。
実査は面接法により実施されている。なお，モンゴ
ルでのABS2は⚒⚐⚐⚖年⚕月から⚖月に実施され，回
収数は⚑⚒⚑⚑件，ABS3は⚒⚐⚑⚐年⚔月から⚕月に実施
され，回収数は⚑⚒⚑⚐であった（Asian Barometer，
n.d.a； n.d.b）。⚒⚐⚐⚖年と⚒⚐⚑⚐年という時期は，前述
の通りモンゴルでのウルトラナショナリズムや排外
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主義が登場する時期と重なっており，それらの背景
を理解する上では最適な時期である。

⚒．⚒．設問および分析
　前述の通り，ABS2とABS3には回答者の国への意
識を問う設問が複数組み込まれている。このうち，
両者で共通してたずねられているものは⚔問ある。
以下英語版調査原票を基に各設問について概観する。
第⚑の設問は，ʠOur country should defend our 
way of life instead of becoming more and more 

like other countries.ʡという形で，自国における生
活様式の純粋性を保持すべきとする意見への賛否を
たずねるものである（以下「自国の生活様式の保
持」）。この設問には文化面での自らのネーションの
純粋性の保持とともに，他国の影響の排除を求める
意識を計測することができる。第⚒の設問は，ʠA 
citizen should always remain loyal only to his 

country, no matter how imperfect it is or what 

wrong it has done.ʡというものであり，ここでは自
国のみへの無条件の忠誠を求める意見（以下「自国
のみに無条件の忠誠」）への賛否が問われている。
上記の⚒つの設問において，選択肢はʠStrongly 
agreeʡʠSomewhat agreeʡʠSomewhat disagreeʡ
ʠStrongly disagreeʡからなる⚔点尺度である。第
⚓の設問は回答者のナショナル・プライドを問うも
のであり，ʠHow proud are you to be a citizen of 
(COUNTRY)?ʡという設問に対して，ʠVery proudʡ
ʠSomewhat proudʡ ʠNot very proudʡ ʠNot proud at 
allʡの⚔つの選択肢から回答を選ぶことになってい
る。第⚔の設問はʠGiven the chance, how willing 
would you be to go and live in another country?ʡ
というものであり，回答者に他国への移住の意思を
たずねている。これは上記⚓つの設問に対して，い
わば反転項目として用いることができよう。なお，
選択肢はʠVery willingʡʠWillingʡʠNot willingʡ
ʠNot willing at allʡである。
　本稿では上記⚔つの設問に注目して分析を行う。
具体的には，まずABS2とABS3におけるモンゴル

での回答の分布に着目し，両調査間での変化につい
て検討する。次に，ABS2およびABS3双方の回答結
果について，他の調査対象国との間で比較を行い，
モンゴルにおける回答結果の特徴について検討する。
その上で，ABS2およびABS3それぞれについて，⚔
項目間および他の要因との関連を分析する。

⚓．分析結果

⚓．⚑．モンゴルにおける回答結果の異時点間比較
　まず，前項で紹介した⚔項目について，ABS2お
よびABS3での回答の分布を図⚑で示す。
　ABS2とABS3の回答結果をそれぞれ比較すると，
相反する動きがみられる。⚔つの設問のうち，「自
国のみに無条件の忠誠」は肯定的な回答が増加して
いる。また「他国への移住意思」では「まったくそ
う思わない」が微減したものの，「そうは思わない」
がそれを上回る増加を示している。反面，「自国の
生活様式の保持」と「ナショナル・プライド」につ
いては，強い肯定的回答の減少が，弱い肯定的回答
の増加で埋められた形となっている。肯定的な回答
自体の比率はほとんど変化がないが，程度面では低
下している。とりわけ，ウルトラナショナリズムの
高まりに関する報道が相次いだ⚒⚐⚑⚐年に，「生活様
式」に関してではあるが純粋性の保持を訴える意見
への強い賛成が減少している点は注目される。

⚓．⚒．ABS2およびABS3における回答結果の国際
比較

　次に，モンゴルでの回答結果と他の調査対象国の
ものについて比較を行う。まず，ABS2の回答結果
について，図⚒で示す。
　まず注目されるのが，「自国の生活様式の保持」
「自国のみに無条件の忠誠」での「強く賛成」の多さ
である。とくに「自国の生活様式の保持」では比率
の高さが際立っており，「自国のみに無条件の忠誠」
に関しても比率が最も高い。「ナショナル・プライ
ド」を見ると，自国に強い誇りを感じる人々の比率
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図⚑　モンゴルにおける回答分布（ABS2およびABS3）

図⚒　ABS2回答結果の国際比較



ではタイとヴェトナムが上回っているとはいえ，近
隣諸国と比較すれば明らかに高い。また，「他国へ
の移住意思」では「まったくそう思わない」という
回答の比率がマレーシアに次いで高い。モンゴル以
外での国・地域を見ると，タイ・日本を除いていず
れも⚓⚐％以下にとどまっており，ここでも比率の差
は明らかである。以上から，この時期にはモンゴル
において，自国への愛着を示す人々の割合は他の東
アジア・東南アジアの多くの国・地域と比較して高
いと言える。
　次に，ABS3での回答結果を図⚓で示す。
　ABS3に関しては，本稿執筆時点でデータが利用
可能な国がABS2よりも限られているため，比較に
は注意を要する。とはいえ，図⚓で挙げられた国・
地域全体の分布と比較すれば，ABS2同様，「自国の
生活様式の保持」「自国のみに無条件の忠誠」「ナシ
ョナル・プライド」に関しては肯定的な回答が，
「他国への移住意思」への否定的な回答がそれぞれ

多い。とりわけ，東アジアの韓国・台湾と比較した
場合，この傾向はより顕著である。
　以上から，図⚑で検討したような時期的な揺らぎ
はあるものの，他の東アジア・東南アジア諸国・地
域，とりわけ前者と比較すれば，自国に対する強い
愛着を示す層が多いことが，モンゴルの特徴といえ
るのではないだろうか。ただしこのことは，図⚑で
示した通り純化主義や「外国」の要素の排除に強い
賛意を示す層が減っているとはいえ，ウルトラナシ
ョナリズムや排外主義などを国家や社会が受容した
際に，違和感や異論を持ちながらも，結局は従う層
が少なくないという可能性も示している。

⚓．⚓．ナショナル・アイデンティティの各項目間お
よび独立変数との関連

　続いて，これまで注目してきた⚔項目間と，これ
らとの関連が予想される他の要因との関連について
の分析を行う。この分析では上記⚔項目が従属変数
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図⚓　ABS3回答結果の国際比較



となり，それらの間の関連も分析することになるた
め，ここでは重回帰分析を組み合わせた多変量回帰
分析（Multivariate Regression Analysis）を行うこ
ととする。この分析で投入する独立変数と，それら
の基礎統計量について，表⚑で示す。
　変数のうち第⚑のグループが「自国の生活様式の
保持」「自国のみに無条件の忠誠」「ナショナル・プ
ライド」「他国への移住意思」の⚔項目である。第
⚒のグループは回答者の基本属性を表すものである。
アジアン・バロメータは国・地域レベルおよび家計
レベルで，それぞれ過去・現在・未来の経済状況に
ついてたずねている。いずれも⚔項目との関連が想
定されるため，ここではすべて分析に含めた。ただ
し，回答者の職業についてはABS2・ABS3で設問内
容の違いが大きいため，ここでは除外している１２）。
第⚓グループは回答者が外国の情報にどの程度接触
しているかを示すものである。ただし，こちらも
ABS2とABS3で設問項目に違いがあるため，ここで
は両者で共通するインターネット利用と，回答者が
どの程度熱心に外国の情報をフォローしているのか

という⚒つのみを投入する。
　第⚔の変数グループは「権威主義」に関するもの
である。権威主義的パーソナリティとナショナリズ
ムとの関連は金（⚒⚐⚐⚑）や田辺（⚒⚐⚑⚑）において分
析されているが，どちらも権威者に対する服従と伝
統的権威への服従に関する項目から単一の変数を合
成したものを分析に投入している。他方，アジア
ン・バロメータでは「権威主義」に関する項目とし
て，指導者への服従，思想信条や結社の自由への反
感，立法・司法に対する行政の優越等について，回
答者の賛否をたずねている。これらはいわば民主主
義と対立する概念としての「権威主義」に関する項
目と言い得るものであり，これらとナショナル・ア
イデンティティ項目の関連を分析することで，回答
者が抱く理想の国家像，とりわけ「家長的」で「強
い」国家への賛否が，ナショナル・アイデンティテ
ィとどう関連しているのかを伺うことができよう。
　このほか，本稿の分析ではʠEven if parents’ 
demands are unreasonable, children still should do 

what they askʡ（表⚑以降では「理不尽でも両親の
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表⚑　変数と基礎統計量

ABS3（N�954）ABS2（N�871）ABS3（N�954）ABS2（N�871）
S.D.平均S.D.平均S.D.平均S.D.平均

Ⅲ．外国情報接触Ⅰ．従属変数群
⚑.⚙⚕⚙⚑.⚙⚙⚘⚑.⚕⚕⚖⚑.⚐⚔⚖インターネット利用.⚗⚐⚔⚓.⚔⚔⚗.⚖⚔⚖⚓.⚖⚓⚑自国の生活様式の保持
.⚗⚒⚒⚒.⚙⚔⚗.⚘⚙⚙⚒.⚖⚐⚐外国事情フォロー.⚖⚙⚖⚓.⚖⚓⚕.⚘⚐⚖⚓.⚕⚐⚕自国のみに無条件の忠誠

Ⅳ．権威主義.⚕⚓⚖⚓.⚖⚙⚖.⚔⚔⚒⚓.⚗⚘⚘ナショナル・プライド
.⚗⚕⚓⚓.⚕⚒⚒⚑.⚐⚙⚒⚒.⚕⚖⚐政治的発言権は教育水準に関係ない.⚙⚑⚖⚑.⚙⚕⚒⚑.⚐⚒⚑⚒.⚐⚕⚑他国への移住意思
.⚙⚔⚖⚒.⚖⚔⚓.⚘⚗⚔⚒.⚙⚗⚔指導者は家長，決定には従うべきⅡ．基本属性
.⚘⚘⚗⚓.⚐⚖⚗.⚘⚑⚕⚓.⚒⚘⚕政府が議論して良い思想を決める.⚔⚙⚙.⚔⚖⚕.⚔⚙⚗.⚔⚔⚗男性ダミー
.⚙⚔⚘⚓.⚐⚑⚘.⚘⚖⚖⚓.⚓⚙⚘団体が多いと地域の調和が乱れる⚑⚓.⚘⚖⚔⚓⚙.⚓⚕⚑⚑⚓.⚓⚓⚕⚓⚗.⚘⚕⚐年齢
⚑.⚐⚖⚓⚒.⚒⚐⚔⚑.⚑⚕⚔⚒.⚕⚔⚐司法は行政府の主張に沿うべき⚓.⚔⚖⚔⚑⚑.⚗⚙⚗⚓.⚒⚕⚖⚑⚑.⚗⚕⚗教育年数
.⚙⚓⚑⚒.⚕⚑⚘.⚙⚔⚓⚒.⚗⚑⚖国会の監視は政府の仕事の妨げ.⚔⚒⚕.⚒⚓⚗.⚔⚑⚓.⚒⚑⚘居住地域：地方都市ダミー
.⚙⚑⚘⚓.⚐⚔⚑.⚘⚘⚘⚓.⚒⚒⚘「正しい」指導者に決定を委ねる.⚔⚖⚗.⚓⚒⚐.⚔⚙⚕.⚔⚒⚗居住地域：郡中心地ダミー
⚑.⚐⚓⚐⚒.⚘⚒⚕⚑.⚐⚑⚙⚓.⚑⚔⚙思想が多様過ぎると無秩序になる.⚑⚙⚘.⚐⚔⚑.⚑⚖⚐.⚐⚒⚖居住地域：遊牧地域ダミー
.⚙⚘⚓⚒.⚑⚐⚖⚑.⚐⚙⚙⚒.⚕⚑⚙困難の際は政府は法律を無視できる.⚗⚐⚕⚒.⚖⚑⚘.⚗⚐⚑⚒.⚙⚔⚗自国の経済状況：現在
⚑.⚐⚒⚓⚒.⚔⚗⚔⚑.⚐⚗⚘⚒.⚑⚕⚘理不尽でも両親の要求には従うべき.⚙⚔⚙⚓.⚑⚐⚔.⚘⚒⚙⚓.⚕⚙⚗自国の経済状況：過去数年
⚑.⚐⚐⚔⚒.⚔⚗⚖⚑.⚐⚐⚗⚒.⚔⚓⚙生徒は教師の権威を疑うべきでない.⚘⚕⚖⚓.⚖⚖⚖.⚗⚕⚙⚓.⚗⚙⚖自国の経済状況：今後数年

.⚖⚘⚐⚒.⚘⚗⚔.⚖⚕⚕⚓.⚐⚐⚘世帯の経済状況：現在

.⚘⚗⚗⚓.⚑⚐⚒.⚘⚐⚓⚓.⚔⚑⚓世帯の経済状況：過去数年

.⚗⚙⚑⚓.⚘⚔⚑.⚗⚔⚑⚓.⚙⚑⚒世帯の経済状況：今後数年

注：年齢，教育年齢は実数を投入。それら以外の変数の値は，「インターネット利用」が⚐～⚕，「外国事情フォロー」が⚐～⚔，ダミー変数
が⚐または⚑，「自国の経済状況」「世帯の経済状況」が⚑～⚕，他は⚑～⚔。居住地域ダミー群の参照カテゴリは首都（capital city）。



要求には従うべき」），ʠBeing a student, one should 
not question the authority of their teacherʡ（表⚑以
降では「生徒は教師の権威を疑うべきでない」）と
いう⚒項目も加えた。これらはアジアン・バロメー
タ調査票ではʠtraditionalismʡに関する項目とされ
ているが，権威主義的パーソナリティの要素となる
権威への服従に関する項目であることから追加した
ものである。
　なお，ここでは「権威主義」項目をそれぞれ単独
で分析に投入している。既存の分析のように変数を

合成する方法もあり得たが，信頼性分析の結果，ク
ロンバックのαはABS2・ABS3とも⚐.⚖を下回ってお
り，合成変数を作成することは妥当ではないと判断
した。また，変数の値はすべて⚑ʠStrongly disagreeʡ
から⚔ʠStrongly agreeʡまでの⚔点尺度である。
　以上の変数を投入して分析した結果を表⚒と表⚓
に示す。表⚒がABS2，表⚓がABS3の分析結果であ
る。なお，すべての変数においてVIFは⚒未満であ
り，多重共線性は生じていないと判断される。
　まず従属変数間の関連を見ると，「自国の生活様
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表⚒　多変量回帰分析の結果（ABS2）

他国への
移住意思

ナショナル・
プライド

自国のみに
無条件の忠誠

自国の
生活様式の保持ABS2（N�871）

rβrβrβrβ

Ȃ.⚐⚑⚐.⚐⚑⚕＊＊.⚑⚐⚐.⚐⚓⚗＊＊＊.⚑⚕⚙＊＊＊.⚑⚒⚙自国の生活様式の保持
＊Ȃ.⚐⚘⚗Ȃ.⚐⚓⚗＊＊＊.⚒⚒⚔＊＊＊.⚑⚗⚙＊＊＊.⚑⚕⚙＊＊＊.⚑⚒⚕自国のみに無条件の忠誠
＊＊＊Ȃ.⚑⚘⚕＊＊Ȃ.⚑⚐⚕＊＊＊.⚒⚒⚔＊＊＊.⚑⚘⚗＊＊.⚑⚐⚐.⚐⚓⚗ナショナル・プライド

＊＊＊Ȃ.⚑⚘⚕＊＊Ȃ.⚑⚑⚕＊Ȃ.⚐⚘⚗Ȃ.⚐⚔⚒Ȃ.⚐⚑⚐.⚐⚑⚗他国への移住意思
＊＊＊Ȃ.⚑⚙⚖＊＊＊Ȃ.⚐⚘⚔＊＊.⚐⚘⚗.⚐⚓⚖.⚐⚐⚗Ȃ.⚐⚐⚓.⚐⚑⚙.⚐⚐⚖男性ダミー
＊＊＊Ȃ.⚓⚘⚐＊＊＊Ȃ.⚓⚓⚔＊＊＊.⚑⚒⚖Ȃ.⚐⚑⚘＊＊.⚑⚐⚓.⚐⚓⚑.⚐⚓⚓Ȃ.⚐⚖⚒年齢
＊.⚐⚘⚗.⚐⚕⚓�Ȃ.⚐⚖⚓.⚐⚐⚙Ȃ.⚐⚐⚔.⚐⚕⚑�Ȃ.⚐⚕⚖Ȃ.⚐⚓⚗教育年数

.⚐⚐⚗Ȃ.⚐⚕⚘＊＊＊.⚑⚔⚗＊＊＊.⚑⚗⚘.⚐⚑⚐Ȃ.⚐⚕⚑Ȃ.⚐⚒⚑Ȃ.⚐⚐⚘地方都市ダミー
＊＊＊Ȃ.⚑⚖⚓＊＊Ȃ.⚑⚓⚑.⚐⚔⚒.⚐⚖⚘Ȃ.⚐⚒⚙＊Ȃ.⚐⚘⚘.⚐⚓⚓.⚐⚖⚐郡中心地ダミー
�Ȃ.⚐⚕⚐�Ȃ.⚐⚕⚘.⚐⚓⚑.⚐⚔⚐.⚐⚑⚒Ȃ.⚐⚒⚒.⚐⚓⚙.⚐⚕⚑遊牧地域ダミー
＊＊＊Ȃ.⚑⚕⚕＊Ȃ.⚐⚗⚑＊＊.⚑⚐⚙.⚐⚔⚑.⚐⚑⚙.⚐⚑⚑Ȃ.⚐⚓⚘Ȃ.⚐⚒⚘自国の経済状況：現在

Ȃ.⚐⚔⚒.⚐⚐⚑.⚐⚓⚖Ȃ.⚐⚓⚕.⚐⚐⚔Ȃ.⚐⚐⚔＊Ȃ.⚐⚗⚔＊Ȃ.⚐⚗⚕自国の経済状況：過去数年
Ȃ.⚐⚒⚒.⚐⚒⚒.⚐⚓⚘.⚐⚐⚗.⚐⚓⚖.⚐⚔⚓�Ȃ.⚐⚖⚕Ȃ.⚐⚕⚖自国の経済状況：今後数年
Ȃ.⚐⚔⚔Ȃ.⚐⚕⚗.⚐⚓⚘.⚐⚐⚙Ȃ.⚐⚑⚐Ȃ.⚐⚑⚓Ȃ.⚐⚕⚓Ȃ.⚐⚔⚑世帯の経済状況：現在
.⚐⚐⚗Ȃ.⚐⚐⚘.⚐⚕⚐.⚐⚓⚓.⚐⚐⚔Ȃ.⚐⚑⚕Ȃ.⚐⚐⚓.⚐⚔⚖世帯の経済状況：過去数年

＊＊.⚑⚐⚐.⚐⚔⚘Ȃ.⚐⚐⚑.⚐⚐⚙Ȃ.⚐⚐⚒Ȃ.⚐⚑⚖Ȃ.⚐⚑⚑.⚐⚒⚑世帯の経済状況：今後数年
＊＊＊.⚒⚓⚒.⚐⚑⚖＊＊＊Ȃ.⚑⚗⚘＊Ȃ.⚐⚙⚒＊＊Ȃ.⚐⚘⚘Ȃ.⚐⚓⚔＊＊Ȃ.⚐⚙⚘Ȃ.⚐⚕⚐インターネット利用

Ȃ.⚐⚒⚒.⚐⚒⚐＊.⚐⚘⚑＊.⚐⚘⚑.⚐⚑⚔Ȃ.⚐⚒⚙.⚐⚒⚙.⚐⚒⚐外国事情フォロー

.⚐⚒⚘.⚐⚓⚘.⚐⚒⚕Ȃ.⚐⚐⚔.⚐⚔⚔.⚐⚔⚔�Ȃ.⚐⚖⚔＊Ȃ.⚐⚖⚙政治的発言権は教育水準に関係ない
＊＊＊Ȃ.⚑⚒⚗Ȃ.⚐⚔⚑＊＊＊.⚑⚕⚒.⚐⚕⚕＊＊＊.⚑⚘⚒＊＊.⚑⚑⚗＊.⚐⚗⚔Ȃ.⚐⚒⚓指導者は家長，決定には従うべき

Ȃ.⚐⚕⚓.⚐⚓⚑＊＊＊.⚑⚓⚐.⚐⚕⚖＊.⚐⚗⚓Ȃ.⚐⚓⚑＊＊＊.⚑⚘⚙＊＊＊.⚑⚕⚒政府が議論してよい思想を決める
.⚐⚒⚘Ȃ.⚐⚐⚙.⚐⚒⚐Ȃ.⚐⚒⚒＊＊.⚐⚙⚗.⚐⚕⚖＊＊＊.⚑⚒⚗.⚐⚑⚙団体が多いと地域の調和が乱れる
.⚐⚕⚒.⚐⚑⚗.⚐⚕⚔Ȃ.⚐⚐⚗＊＊＊.⚑⚑⚗＊.⚐⚘⚑�.⚐⚔⚕Ȃ.⚐⚒⚙司法は行政府の主張に沿うべき
.⚐⚔⚘.⚐⚓⚕＊.⚐⚗⚓.⚐⚔⚓�.⚐⚖⚒.⚐⚐⚒＊＊＊.⚑⚒⚓�.⚐⚖⚔国会の監視は政府の仕事の妨げ
Ȃ.⚐⚕⚕Ȃ.⚐⚑⚙.⚐⚑⚓Ȃ.⚐⚓⚐＊.⚐⚘⚑.⚐⚑⚒＊＊＊.⚑⚙⚙＊＊＊.⚑⚔⚓「正しい」指導者に決定を委ねる
.⚐⚐⚙.⚐⚔⚗＊.⚐⚘⚑.⚐⚓⚗＊＊＊.⚑⚑⚗.⚐⚓⚕＊＊＊.⚑⚙⚒＊＊.⚑⚐⚕思想が多様過ぎると無秩序になる
.⚐⚔⚓.⚐⚓⚗.⚐⚐⚙Ȃ.⚐⚒⚖.⚐⚐⚓Ȃ.⚐⚓⚘＊.⚐⚘⚗�.⚐⚖⚒困難の際は政府は法律を無視できる
.⚐⚔⚒�.⚐⚖⚓.⚐⚒⚗Ȃ.⚐⚒⚑.⚐⚔⚔.⚐⚓⚕Ȃ.⚐⚓⚗�Ȃ.⚐⚖⚕理不尽でも両親の要求には従うべき

＊Ȃ.⚐⚗⚒Ȃ.⚐⚑⚒＊＊＊.⚑⚓⚕＊.⚐⚘⚖＊.⚐⚖⚙Ȃ.⚐⚑⚐＊.⚐⚖⚙�.⚐⚖⚙生徒は教師の権威を疑うべきでない

.⚒⚐⚓.⚑⚒⚗.⚐⚘⚘.⚑⚑⚘調整済みR2
＊＊＊⚘.⚙⚓⚐＊＊＊⚕.⚕⚓⚒＊＊＊⚓.⚙⚘⚕＊＊＊⚕.⚑⚖⚓F値

注：βは標準化偏回帰係数，rは従属変数と各独立変数とのゼロ次の相関係数。



式の保持」と「自国のみに無条件の忠誠」，「自国の
みに無条件の忠誠」と「ナショナル・プライド」で
有意な正の関連が，「ナショナル・プライド」と「他
国への移住意思」との間で有意な負の関連が見られ
るものの，あとはどの組み合わせも有意ではない。
　次に，各従属変数と独立変数の関連を見ると，有
意な関連を持つ独立変数が従属変数ごとにまったく
異なっている。言い換えれば，複数の従属変数と有
意な関連を有する独立変数が存在していない。イン
ターネット利用頻度および指導者を服従すべき家長

と捉える意見への賛否に関しては，従属変数すべて
とのゼロ次の相関係数が有意となっているものの，
他の変数を制御すると，有意性が残るのは，それぞ
れ従属変数⚑つとの間においてのみとなる。以上か
ら，回答者のナショナル・アイデンティティを全体
として左右し得る特定の要因は，少なくともこの時
点では見当たらない。
　では，上記の特徴にはその後変化が見られるであ
ろうか。この点を検討すべく，ABS3についても同
じ変数群を用いた分析を行った。結果を表⚓に示す。

立命館産業社会論集（第⚕⚐巻第⚔号）84

表⚓　多変量回帰分析の結果（ABS3）

他国への
移住意思

ナショナル・
プライド

自国のみに
無条件の忠誠

自国の
生活様式の保持ABS3（N�954）

rβrβrβrβ
＊Ȃ.⚐⚖⚔.⚐⚒⚔＊＊＊.⚑⚔⚓＊＊.⚐⚙⚖＊＊＊.⚑⚔⚙＊＊＊.⚑⚒⚕自国の生活様式の保持
＊Ȃ.⚐⚗⚕Ȃ.⚐⚔⚔＊.⚐⚖⚘.⚐⚑⚒＊＊＊.⚑⚔⚙＊＊＊.⚑⚒⚖自国のみに無条件の忠誠
＊＊＊Ȃ.⚒⚑⚔＊＊＊Ȃ.⚑⚗⚙＊.⚐⚖⚘.⚐⚑⚓＊＊＊.⚑⚔⚓＊＊.⚐⚙⚙ナショナル・プライド

＊＊＊Ȃ.⚒⚑⚔＊＊＊Ȃ.⚒⚐⚗＊Ȃ.⚐⚗⚕Ȃ.⚐⚕⚑＊Ȃ.⚐⚖⚔.⚐⚒⚘他国への移住意思
＊＊＊Ȃ.⚐⚘⚔Ȃ.⚐⚔⚐.⚐⚒⚓Ȃ.⚐⚒⚗.⚐⚓⚐.⚐⚒⚖Ȃ.⚐⚑⚙Ȃ.⚐⚓⚙男性ダミー
＊＊＊Ȃ.⚓⚙⚓＊＊＊Ȃ.⚓⚒⚗＊.⚐⚗⚕Ȃ.⚐⚕⚓＊.⚐⚖⚔.⚐⚐⚓＊＊＊.⚑⚒⚘.⚐⚕⚒年齢
＊＊＊.⚑⚑⚕Ȃ.⚐⚒⚓＊＊＊Ȃ.⚑⚑⚒�Ȃ.⚐⚖⚖.⚐⚐⚙Ȃ.⚐⚐⚒＊＊Ȃ.⚑⚐⚖Ȃ.⚐⚕⚔教育年数

.⚐⚑⚖Ȃ.⚐⚐⚕Ȃ.⚐⚔⚓Ȃ.⚐⚐⚒Ȃ.⚐⚔⚑�Ȃ.⚐⚖⚖.⚐⚒⚑.⚐⚓⚑地方都市ダミー
＊Ȃ.⚐⚗⚗Ȃ.⚐⚒⚑＊＊.⚑⚐⚔.⚐⚖⚑Ȃ.⚐⚑⚙Ȃ.⚐⚖⚖.⚐⚑⚒Ȃ.⚐⚑⚕郡中心地ダミー

Ȃ.⚐⚔⚑Ȃ.⚐⚓⚖Ȃ.⚐⚐⚑Ȃ.⚐⚐⚖＊Ȃ.⚐⚘⚒＊Ȃ.⚐⚘⚓Ȃ.⚐⚐⚓Ȃ.⚐⚒⚓遊牧地域ダミー
Ȃ.⚐⚓⚒.⚐⚐⚓.⚐⚒⚓Ȃ.⚐⚐⚔Ȃ.⚐⚓⚘Ȃ.⚐⚓⚒Ȃ.⚐⚓⚓Ȃ.⚐⚑⚙自国の経済状況：現在
Ȃ.⚐⚓⚔Ȃ.⚐⚑⚕＊.⚐⚗⚐.⚐⚕⚖.⚐⚒⚑.⚐⚒⚕�Ȃ.⚐⚖⚓�Ȃ.⚐⚖⚑自国の経済状況：過去数年

�Ȃ.⚐⚕⚙Ȃ.⚐⚒⚓＊＊＊.⚑⚐⚘.⚐⚔⚔Ȃ.⚐⚐⚘�Ȃ.⚐⚖⚒.⚐⚒⚓.⚐⚓⚓自国の経済状況：今後数年
�.⚐⚕⚖Ȃ.⚐⚑⚙�Ȃ.⚐⚕⚙Ȃ.⚐⚓⚑.⚐⚑⚘.⚐⚐⚙＊Ȃ.⚐⚘⚐Ȃ.⚐⚐⚙世帯の経済状況：現在
＊.⚐⚔⚔Ȃ.⚐⚔⚑Ȃ.⚐⚔⚖Ȃ.⚐⚕⚗.⚐⚒⚓.⚐⚒⚑＊＊Ȃ.⚐⚙⚑Ȃ.⚐⚒⚙世帯の経済状況：過去数年
＊.⚐⚖⚖.⚐⚓⚘＊＊.⚐⚙⚙＊＊＊.⚑⚑⚗�.⚐⚕⚔.⚐⚔⚐Ȃ.⚐⚐⚒.⚐⚑⚘世帯の経済状況：今後数年
＊＊＊.⚒⚘⚕＊＊＊.⚑⚖⚐＊＊＊Ȃ.⚑⚒⚗Ȃ.⚐⚑⚑.⚐⚑⚖.⚐⚔⚖＊＊＊Ȃ.⚑⚕⚘＊＊Ȃ.⚑⚓⚑インターネット利用

.⚐⚒⚕＊.⚐⚖⚑＊.⚐⚗⚒＊.⚐⚖⚖�.⚐⚕⚕.⚐⚒⚒＊＊.⚑⚐⚕＊＊.⚐⚙⚗外国事情フォロー

Ȃ.⚐⚒⚙Ȃ.⚐⚐⚗＊＊.⚐⚙⚒.⚐⚔⚖＊＊＊.⚑⚔⚔＊＊.⚐⚙⚖＊＊.⚐⚘⚖.⚐⚔⚔政治的発言権は教育水準に関係ない
＊＊Ȃ.⚐⚙⚔Ȃ.⚐⚑⚑�.⚐⚕⚔Ȃ.⚐⚒⚖＊＊＊.⚑⚓⚒＊.⚐⚘⚐.⚐⚒⚒Ȃ.⚐⚕⚗指導者は家長，決定には従うべき
＊＊＊Ȃ.⚑⚓⚙Ȃ.⚐⚑⚙＊＊＊.⚑⚒⚙�.⚐⚖⚕＊＊＊.⚑⚖⚖＊＊＊.⚑⚑⚕＊.⚐⚘⚐Ȃ.⚐⚐⚙政府が議論してよい思想を決める
＊＊Ȃ.⚑⚐⚐Ȃ.⚐⚔⚕＊＊.⚑⚐⚒.⚐⚒⚗＊＊＊.⚑⚒⚐.⚐⚓⚒＊＊＊.⚑⚑⚑＊.⚐⚗⚘団体が多いと地域の調和が乱れる
�.⚐⚕⚕.⚐⚔⚔.⚐⚔⚘.⚐⚒⚕.⚐⚔⚗.⚐⚒⚐.⚐⚓⚖.⚐⚑⚒司法は行政府の主張に沿うべき

.⚐⚑⚕�.⚐⚕⚓＊.⚐⚘⚒�.⚐⚖⚑Ȃ.⚐⚒⚖＊Ȃ.⚐⚗⚑.⚐⚑⚕Ȃ.⚐⚓⚐国会の監視は政府の仕事の妨げ
＊Ȃ.⚐⚕⚙Ȃ.⚐⚑⚙＊.⚐⚗⚒.⚐⚔⚓＊＊.⚑⚐⚑.⚐⚓⚕＊.⚐⚖⚙.⚐⚔⚙「正しい」指導者に決定を委ねる
＊Ȃ.⚐⚘⚐Ȃ.⚐⚑⚒＊.⚐⚗⚕.⚐⚐⚑＊＊＊.⚑⚔⚙＊＊.⚐⚙⚖＊.⚐⚗⚘.⚐⚐⚖思想が多様過ぎると無秩序になる

Ȃ.⚐⚑⚕Ȃ.⚐⚔⚖Ȃ.⚐⚓⚖Ȃ.⚐⚔⚘.⚐⚐⚑Ȃ.⚐⚑⚙Ȃ.⚐⚒⚑Ȃ.⚐⚐⚙困難の際は政府は法律を無視できる
.⚐⚑⚕.⚐⚐⚒.⚐⚑⚔Ȃ.⚐⚒⚓.⚐⚐⚔Ȃ.⚐⚔⚐＊.⚐⚗⚒�.⚐⚕⚗理不尽でも両親の要求には従うべき

�.⚐⚕⚖＊＊.⚐⚙⚒.⚐⚕⚓.⚐⚓⚑.⚐⚓⚗.⚐⚑⚑.⚐⚒⚗Ȃ.⚐⚒⚖生徒は教師の権威を疑うべきでない

.⚒⚑⚗.⚐⚙⚙.⚐⚘⚓.⚐⚗⚕調整済みR2
＊＊＊⚑⚐.⚔⚔⚘＊＊＊⚔.⚗⚒⚐＊＊＊⚔.⚐⚙⚐＊＊＊⚓.⚗⚕⚙F値

注：βは標準化偏回帰係数，rは従属変数と各独立変数間のゼロ次の相関係数。



　ここでも従属変数間の関連から検討する。ABS2
同様，「自国の生活様式の保持」と「自国のみに無条
件の忠誠」との間で有意な正の相関があり，「ナシ
ョナル・プライド」と「他国への移住意思」との間
で有意な負の関連が見られる。その一方で，ABS2
とは異なり「自国の生活様式の保持」と「ナショナ
ル・プライド」との間で有意な正の関連が生じてい
る反面，「自国のみに無条件の忠誠」と「ナショナ
ル・プライド」の関連は有意性を失っている。
　さらに，独立変数の関連について見ると，ABS2
とは異なり外国情報接触に関する⚒変数が，複数の
従属変数と有意な関連を示している。特に，「外国

事情フォロー」は「自国のみに無条件の忠誠」以外
と有意な関連を示している。もっとも，それらのど
の従属変数に関しても，標準化偏回帰係数がより高
い変数が複数存在しているため，この変数の関連が
相対的に強いとは言い難い。外国での出来事をどの
程度熱心にフォローしているかで，回答者のモンゴ
ルという国に対する意識が，いわば「広く浅く」変
化することを，分析結果が示していると言えよう。
　最後に，ABS2とABS3との間で変数間の関連にど
のような変化や共通性が見られるかについて検討し
ておこう。そのために，表⚔では表⚒・表⚓の結果
をもとに，変数間の関連を簡略化してまとめた。こ
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表⚔　ABS2・ABS3における変数間の関連一覧

他国への
移住意思

ナショナル・
プライド

自国のみに
無条件の忠誠

自国の生活
様式の保持

ABS3ABS2ABS3ABS2ABS3ABS2ABS3ABS2

���自国の生活様式の保持
���自国のみに無条件の忠誠

ȂȂ��ナショナル・プライド
ȂȂ他国への移住意思

Ȃ男性ダミー
ȂȂ年齢

（�）教育年数
�（Ȃ）地方都市ダミー

ȂȂ郡中心地ダミー
（Ȃ）Ȃ遊牧地域ダミー
Ȃ自国の経済状況：現在

（�）Ȃ自国の経済状況：過去数年
（Ȃ）自国の経済状況：今後数年

世帯の経済状況：現在
世帯の経済状況：過去数年

�世帯の経済状況：今後数年

�ȂȂインターネット利用
����外国事情フォロー

�Ȃ政治的発言権は教育水準に関係ない
��指導者は家長，決定には従うべき

（�）��政府が議論してよい思想を決める
�団体が多いと地域の調和が乱れる

�司法は行政府の主張に沿うべき
（�）（�）Ȃ（�）国会の監視は政府の仕事の妨げ

�「正しい」指導者に決定を委ねる
��思想が多様過ぎると無秩序になる

（�）困難の際は政府は法律を無視できる
（�）（�）（Ȃ）理不尽でも両親の要求には従うべき

��（�）生徒は教師の権威を疑うべきでない

注：カッコ内は⚑⚐％水準で有意な係数。



こでは有意な関連が見られたものについて，係数の
符号のみを示している。
　従属変数⚔項目間の関連性が比較的安定している
一方で，独立変数の関連性を見ると，ABS2とABS3
との間での違いが大きい。両データの分析において，
共通して有意な関連を示す変数は，（⚑）「自国のみ
に無条件の忠誠」に対する「指導者は家長，決定に
は従うべき」，（⚒）「ナショナル・プライド」に対す
る「外国事情フォロー」，（⚓）「他国への移住意思」
に対する「年齢」という⚓つのみである。
　ここで，この⚓つの変数について，表⚒・表⚓か
ら標準化偏回帰係数の絶対値を見ると，（⚓）では⚐.⚓
を上回る高さを見せており，（⚑）では⚐.⚑を上回る程
度であまり変化がない。他方，（⚒）については他の
有意な変数よりも値が低く，かつ ABS3での値が
ABS2のものより減少している。また，同じく表
⚒・表⚓から各分析における調整済み決定係数を見
ると，「他国への移住意思」を除きABS2からABS3
にかけて低下していることが分かる。有意な関連を
示す変数が一定せず，かつモデル自体の説明力も安
定しないばかりか減少を見せていることから判断す
る限り，少なくとも両者の比較からは，回答者のナ
ショナル・アイデンティティに関して，安定的な関
連の構造を見出すことはできない。
　では，分析結果に見られる不安定さの背景には何
があるのだろうか。また，この不安定さは今後も続
くのであろうか。これら問いに対して確たる回答を
用意することは難しいが，ここでは現在のモンゴル
の政治・経済・社会状況から，あり得る推測を示し
ておきたい。
　まず第⚑の問いに対しては，ポスト社会主義モン
ゴルにおいて，人々の意識を分ける「対立軸」がほ
とんど存在しないことが関係していると考えられる。
現在のモンゴルでは人民党と民主党による二大政党
制が定着しているが，両党の違いは社会主義時代の
独裁政党であった旧人民革命党と，⚑⚙⚘⚙年から⚑⚙⚙⚐
年にかけての民主化運動を主導した勢力のどちらの
流れを汲むかに由来するものであり，左右対立や保

守対リベラルのような明確なイデオロギーに基づく
ものではない。そもそも，⚑⚙⚒⚑年の人民革命以来⚗⚐
年近く維持された社会主義体制が放棄されたのも，
民主化勢力と旧人民革命党の合意と協力の産物であ
り，両勢力の衝突はほとんど起きていない（Rossabi，
⚒⚐⚐⚕； オヨン，⚒⚐⚑⚔）。
　加えて，同じモンゴル国民の間では民族・部族の
違いも対立軸とはなっていない。⚒⚐⚑⚐年の国勢調査
の結果によれば，モンゴルでは全人口の⚘⚒.⚔％をモ
ンゴル系のハルハ族１３）が占めており，最大のマイ
ノリティであるカザフ族でも人口比率は⚓.⚙％にと
どまる（Mongol Ulsyn Ündesnii Statistikiin Khoroo，
⚒⚐⚑⚑）。ハルハ族至上主義的な意識や，非ハルハ族
を「純粋な」モンゴル人と見ない意識も存在するが
（Bulag，⚑⚙⚙⚘； 島村，⚒⚐⚑⚑），エスニシティの違いに
起因するモンゴル国民どうしの衝突や騒乱等の例は
管見の限り見当たらない。
　以上のように，モンゴルでは政治的イデオロギー
や価値観，エスニシティによる明確な対立が起きて
はいない。加えて，またモンゴルにおけるナショナ
リズムに関しても，アイコンとしてのチンギス・ハ
ーンの存在１４），前述の「否定的な側面から鼓舞する
ことのできる最大の負のイメージ」（前川，⚒⚐⚐⚗）た
る「中国」の存在といった共通項を容易に見出すこ
とができる。これらから，モンゴルではナショナ
ル・アイデンティティに関する対立をもたらす構造
的な要因がいまだ見られず，むしろその時々の情勢
によって人々の意識が左右されると考えられる。
　次に，第⚒の問いであるナショナル・アイデンテ
ィティの将来については，外国に関する情報摂取や
交流のあり方が，関連要因としての重要度を増す可
能性が考えられる。先述の通り，ABS2とABS3の分
析結果を比較した際に，「外国事情フォロー」と有
意な関連を示す従属変数が増加している。また「イ
ンターネット利用」もABS2では「ナショナル・プ
ライド」のみと有意な関連があったのが，ABS3で
は「自国の生活様式の保持」「他国への移住意思」と
の関連が有意となっていた。本稿の分析では外国の
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情報への接触に関する⚒項目しか投入できなかった
ため，現時点で明確な結論を出すことは控えるべき
だが，今後さらに多数の項目について比較分析が可
能な信頼できるデータが出現した際には，外国の
人々や情報等との接触とナショナル・アイデンティ
ティとの関連を分析の焦点の⚑つとして位置づける
べきであろう。

⚔．まとめ

　本稿ではABS2およびABS3のデータから，一般
のモンゴルの人々が有するナショナル・アイデンテ
ィティについて検討を試みた。その結果は，以下の
通りまとめることができる。
　まず，本稿ではABS2とABS3における回答の分
布から，「自国のみに無条件の忠誠」「他国への移住
意思」への肯定的回答の増加と，「自国の生活様式
の保持」「ナショナル・プライド」への肯定的な回
答，とりわけ強い肯定的な回答の低下との相反する
傾向が見られた。そのような時期的な変化はあるも
のの，東アジア・東南アジア諸国との比較を行った
限りでは，モンゴルでは自国に対する強い愛着を示
す層が多いことが示された。
　さらに，ナショナル・アイデンティティに関する
項目間及び他の要因との関連について，ABS2と
ABS3データの分析を行ったところ，関連構造につ
いて両データ間で共通点が非常に少ないことが見出
された。この背景には，モンゴルではナショナル・
アイデンティティに関して，少なくとも現時点では
後続的な対立点が見られないことが考えられる。他
方，今後の分析においては，外国の人や情報等の関
連に特に関心が払われるべきであろう。
　最後に，本稿で残された課題として⚒点を述べて
おきたい。第⚑に，本稿ではデータの制約から，ナ
ショナル・アイデンティティに関して限られた数の
項目しか分析対象とすることができなかった。また，
今回の分析では時系列の比較可能性を確保するため，
ABS2ないしABS3一方にしか含まれない変数は分

析対象から除外している。このような変数の中に，
モンゴルにおけるナショナル・アイデンティティと
関連するものがある可能性も考えられる。また，モ
ンゴルにおける公開された調査データの数はいまだ
限られており，また冒頭で述べたISSPも実施され
ていないことから，データ上の問題を打破するのは
容易ではない。とはいえ，利用可能なデータによる
分析を行うことで，現時点で得ることが可能な知見
を最大限導出する試みは必要であろう１６）。
　第⚒に，今回得られたモンゴルのナショナル・ア
イデンティティに関する知見を，いかにしてナショ
ナル・アイデンティティ研究全般に還元するかとい
う課題が残されている。高原（⚒⚐⚑⚐）は日本におけ
る他地域のナショナリズム研究の有用性を認めた上
で，それらの限界として一般化可能な知見を提供で
きないことが多い点を挙げている。その上で，今後
は日本を含む個別のナショナリズム研究において，
中規模の理論研究への架橋を意識する必要があると
している。同じ指摘は本稿にも当てはまる。むしろ
ナショナル・アイデンティティ研究に限らず，モン
ゴル研究がその有用性を増すためには，それが「モ
ンゴル」のみの理解にとどまらず，理論研究を含め
より広範な学術関心への貢献を目指すべきであろう。
そのようにしてモンゴル研究がより有用なものとな
り，学術における存在感を増すことは，究極におい
てモンゴルを含む遊牧社会・文明に対する，われわ
れ農耕文明に属する人々の「まなざし」を問い直す
ことにもつながるものである。
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注
⚑） 本文で述べた通り，「ナショナル・アイデンテ
ィティ」という概念の定義は研究によってあまり
にも異なっており，その差異を埋めることはもは
や不可能と言わざるを得ない。その一方，特に実
証研究においては，「ナショナル・アイデンティ
ティ」を「○○人（国民）である」という自己認
識にとどまらない，複数の下位概念から構成され
る複合的概念と捉えている点で共通点が見られる
（田辺，⚒⚐⚑⚐）。そのため，本稿でも「ナショナ
ル・アイデンティティ」という概念において，回
答者のネーションへの成員としての意識よりも，
ネーションやそれに関連するさまざまな意識を扱
うこととする。

 また，ナショナル・アイデンティティと関連す
る概念として「ナショナリズム」を無視すること
はできない。この⚒つの差異についても，「ナシ
ョナリズム」概念の錯綜状態から，既存研究から
一意的な回答を用意することは不可能に近いが，
ここでは社会運動や政治目標，スローガン，テク
スト等の多様な形をとる「政治的な単位と民族的
な単位とが一致しなければならないと主張する一
つの政治的原理」（Gellner，⚑⚙⚘⚓＝⚒⚐⚐⚐： ⚑）の表
出を「ナショナリズム」と捉え，人々の意識に着
目する「ナショナル・アイデンティティ」と区別
する。この区別に便宜的な面があることは否定し

がたいが，「ナショナリズム」について理論的で
厳密な定義よりも，操作的な定義を与えることは，
現実の問題としてのナショナリズムを研究する上
での⚑つの方向性となろう（高原，⚒⚐⚑⚐）。

⚒） ISSPデータ等に基づく実証研究については田
辺（⚒⚐⚑⚐）によるサーベイがあるため，詳細につ
いてはそちらに譲る。

⚓） ISSPの⚑⚙⚙⚕年調査に関してはGESISウェブサ
イト（GESIS，n.d.a； n.d.b.）を参照。なお，ドイ
ツでの⚑⚙⚙⚕年調査は旧東側と西側にサンプルを分
割して実施されているが，ここでは⚑ヶ国として
カウントした。

⚔） ISSP（n.d.）．なお，ここで挙げた一覧に掲載さ
れている文献は必ずしも個票データの分析とは限
らないが，非欧米ないしポスト社会主義諸国の以
外の分析において個票データ分析の文献が極端に
少ないという例外的な事態でもない限り，計量分
析に基づく非欧米ないしポスト社会主義諸国の実
証研究が少数派である点は変わらない。

⚕） 事件については前川（⚒⚐⚐⚗）や鯉淵（⚒⚐⚐⚖）等
を参照。

⚖） モンゴルでは「ハス」（khas）と呼ばれる，日本
の卍（まんじ）と同様の伝統的文様が存在する
（「ツァガーン・ハス」の「ハス」である）。これを
根拠に，ナチスの党章を利用していないと主張す
る団体もある（Branigan，⚒⚐⚑⚐）。しかし，卍とは
逆の鉤の向き，文様の傾斜角度，背景の丸い囲み
から，ハーケンクロイツを想起するのは困難では
ない。

⚗） アメリカ国務省海外安全対策協議会の⚒⚐⚑⚔年版
レポートでは，ナイトクラブやバーにいる外国人
男性が，とりわけモンゴル人女性を伴った時に攻
撃の危険性が最も高く，またアジア系アメリカ人
も中国人や韓国人と間違われることが多いため，
ウランバートルでは常に注意を払うべきであると
している（OSAC，⚒⚐⚑⚔）。

⚘） 発砲事件については湊（⚒⚐⚑⚔）を参照。Ghosh
（⚒⚐⚑⚓）は事件当事者のガル・ウンデステンを
「小規模で熱烈なネオナチ集団」の⚑つとして挙
げている。

⚙） いずれの引用も日本語訳は筆者（湊）による。
なお，筆者はGraaf（⚒⚐⚑⚒）にある「᷾」を見聞き
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した経験はない。
⚑⚐） Enkh（⚒⚐⚑⚓）。なお，実際に座り込みが行われ

たかどうかは不明。
⚑⚑） 国家大会議（Ulsyn Ikh Khural: State Great 

Khural）はモンゴルの一院制国会。モンゴルでは
⚒⚐⚐⚔年総選挙まで単純小選挙区制が用いられてお
り，primary sampling unitにはこの選挙区が用い
られている。

⚑⚒） ABS2データもABS3データも回答者の職種に
関する変数を含んでいない。回答者の職業に関し
ては，ABS2が就業上の地位，ABS3が職業階層を
含んでいるが，項目が異なる以上両者を比較する
ことは不可能である。

⚑⚓） ここでの「族」はモンゴル語のündes ugsaaの
訳語である。「民族」「部族」に関する概念は日本
語とモンゴル語とで対応しているとは言い難く，
日本語の「族」とモンゴル語のündes ugsaaが同
一の概念である保証はないが，ここでは両者が
「民族」の下部単位を表し得る点，また「族」とい
う語を用いることで「民族」「部族」の区別という
問題を回避できる点に着目して訳語を決定した。
なお，ここでいう「族」は中国で民族識別工作に
用いられる概念と同一ではないので注意されたい。

⚑⚔） モンゴルのナショナリズムにおけるチンギス・
ハーンの役割については島村（⚒⚐⚐⚘，⚒⚐⚑⚔）を参
照。

⚑⚕） 国別貿易シェアのうち⚒⚐⚐⚖年の数値は鯉渕
（⚒⚐⚐⚗）を，⚒⚐⚑⚐年の数値は湊（⚒⚐⚑⚑）をそれぞれ
参照。

⚑⚖） 湊（⚒⚐⚑⚓）やMinato（⚒⚐⚑⚔）はその試みの一部
である。
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Abstract : This study examines features of Mongolian national identity based on the analyses of cross-
national social survey data. In this study, national identity is defined as “people’s attitude toward their nation 

and other attitudes toward members/non-members of the nation,” and this motif will be explored through 

metric analyses using data from the Second and Third Waves of the Asian Barometer Survey (ABS). 

Specifically, the following four question items will be highlighted: what are the pros and cons of the 

respondents’ country defending their way of life as opposed to becoming more and more like other 

countries? Should citizens always remain loyal to their country, no matter how imperfect it is or what wrong 

it has done? How proud are respondents to be citizens of their country, and how willing would respondents 

be to go and live in another country if given the chance? Time-series analyses and cross-national 

comparisons are utilized in this study along with multivariate analyses of the correlation among the four 

question items and the relationship between the items and other factors. From the analyses, it becomes 

clear that Mongolians tend to show a stronger attachment to their country when compared with people in 

other East and Southeast Asian societies, although this result fluctuates in relation to the distribution of 

answers between the Second and the Third Waves of ABS data. The analyses also reveal that, at least in the 

current moment, it is not possible to discern a stable structure of relationship concerning Mongolian 

national identity and other factors.
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